１．西都（都於郡）に生まれて～戦国時代の日向
　「戦国時代の日向、マンショ誕生」
· 伊東氏は都於郡城（別名：浮舟城）を中心にして何代にもわたって戦いを繰り広げ、勢力を伸ばしていた。6代祐国（すけくに）は飫肥を攻めきれず、10代の義祐（よしすけ）が伊東氏を継いだ。

· 日向の広域を支配して、「伊東氏四十八城」と言われた。飫肥に子の祐兵（すけたけ）を、都於郡に孫の義賢（よしかた）を置き、自分は佐土原を本拠地にした。
· 伊東氏の最大の敵は、島津氏で、宮崎平野の南の青井岳を境に（三股千町、日南・串間・西諸県地方）攻防を繰り返していた。

· 1562年、（文禄5年）えびの攻めを決め、義祐は佐土原城に残り、伊東氏一族の4人の大将に指揮をとらせた。しかし飫肥城を攻め落として自信にあふれていた伊東軍は、攻めきれず、攻撃の手をゆるめたりしていた。ふいをつかれた伊東軍は総崩れとなり、4人の大将のうち、助かったものはマンショの父、祐青（すけきよ）だけだった。この戦いを境に、没落の一途をたどり始めた。

· 島津軍が都於郡に攻め込んでこようとしている頃、本丸には、義賢その母阿喜多（おきた）がいた。1569年、マンショは祐青と町上（まちのうえ）の間に生まれた。マンショという名は、のちにキリスト教で洗礼を受けた名で、本名はわかっていない。
２．伊東氏一族の豊後落ち～少年遣欧使節に選ばれて
　「豊後落ち～少年遣欧使節に選ばれるまで」
· 1577年、義祐らは、阿喜多のおじ、大友宗麟を頼り、落ちのびることを決めた。
· 大友宗麟は、フランシスコ・ザビエルを日本に招いて、キリスト教の教えに深く感化された。城下に教会や宣教したたちの宿舎や孤児院をつくることを許し、家来たちにも信者になることをすすめた。
· 1578年（天正6年）4月、日向をキリスト教の国にするため、大友は日向攻めを決意した。高城を攻めたが、島津軍に負け、日向を退いた。

· 大友の日向攻めにがっかりした義祐は光明寺を抜け出した。大友がそれに怒り、光明寺を閉じたので、町上とマンショは取り残され、母と子は離ればなれになった。

· マンショは神父のラモンによって救われ、1580年（天正8年）春、セミナリオ（神学校）に入校するために有馬（長崎）にやってきた。セミナリオにはすでに20名ほどの少年が集まっており、千々石ミゲル、中浦ジュリアン、原マルチノがいた。
· 翌年、巡察師バリニャーノは、日本の少年をローマ法王（教皇）およびポルトガル、スペイン国王のもとに派遣することにした。そこで、マンショ、ミゲル、ジュリアン、マルチノが選ばれた。

· 1582年（天正10年）2月20日、バリニャーノ、メスキータ神父、マンショ、ミゲル、ジュリアン、マルチノの4人の少年使節を含めて9名で長崎を出港した。
３．苦しい船旅～ヨーロッパへの第一歩
　「苦しい船旅とヨーロッパへの第一歩」

· マンショたちが乗った船はポルトガルの船で、船長はイグナシオ・デ・リーマといい、船で一番広くて清潔な部屋を少年たちに提供してくれた。
· 少年たちが船の生活に慣れてきたころ、恐ろしい嵐に巻き込まれ、死ぬほど苦しい思いをしました。

· 長崎を出て17日目、マカオに到着した。風が吹くまでマカオに留まって、9ヶ月間、ラテン語やイスパニア語、ポルトガル語や西洋の楽器の演奏などを学んだ。
· 1583年（天正11年）1月27日、マラッカに着き、2月4日にはインドに向けて出発した。

· 船員が赤痢や熱病に襲われ、マンショも熱と下痢に苦しめられながら、インドのコチンに到着した。

· コチンで7ヶ月風を待ち、ゴアに向かった。長崎を出てから、1年9ヶ月後のことだった。

· ゴアでは温かく歓迎されたが、ローマの総会長の命令で、バリニャーノはゴアに残ることになった。少年たちは大変悲しんだが、1583年12月25日、ゴアの町を後にした。
· ゴアを出港しておよそ3ヶ月後、赤道を通過し、喜望峰を回った。それから17日後、サンタ・エレーナ島に到着し10日ほど休んだ。

· 長崎を出て2年半後、1584年8月11日、ポルトガルのリスボニア（リスボン）に到着した。

４．あたたかい歓迎（ポルトガル）～スペイン国王に迎えられて
　「ポルトガル・スペインの歓迎」

· 1584年、ポルトガルの都リスボンに着き、スペイン・ポルトガル両国の国王フェリーペ2世の代理人であったアルベルト殿下に会った。
· マンショたちは、正装の着物に刀をさしてアルベルト殿下と会った。控えめで礼儀正しくしっかりしたマンショたちの態度にアルベルト殿下は好感をもち、歓迎した。

· リスボンで数日間、長旅の疲れを癒し、エーボォラの待ちに向かった。ここではバリニャーノ神父の親友である、ブラガンサ大司教から自宅に招待された。

· 次に向かったのはポルトガルとスペインの国境近くにある町でした。そこには、大司教の実家があるブラガンザ王宮があった。この王宮ではフェリーペ2世といとこの間柄であるカタリーナ妃がマンショたちをかわいがった。

· さらに東に進み、トレードに着いた。トレードでは、出発間際にミゲルが高熱を出すが、なんとか収まり、マドリードへ向かった。

· マドリードではフェリーペ二世に謁見した。フェリーペ二世は、ポルトガル・スペイン両国の国王を兼ねており、アメリカ・インド・アフリカの大部分を領地としており、当時の一番の権力者だった。

· フェリーペ二世との謁見式でマンショたちは、刀、わきざし、足袋、ぞうり、はかまという礼装で現れた。謁見式では、三大名からの手紙を日本語で読み上げた。三大名：大友宗麟（そうりん）、有馬晴信（はるのぶ）、大村純忠（すみただ）
· 1585年（天正13年）春、イタリアの港に到着した。
５．あこがれのローマ～ローマ法王との謁見
　「ローマ法王との謁見」
· ローマ法王、教皇グレゴリオ13世は、それまで1600年間ヨーロッパで使われてきた暦（こよみ）を現在使われているもの（グレゴリオ暦）に改正したことで有名。
· ローマの人たちは一目マンショたちをみようと集まっていた。ローマの北のポポロ門からサン・ピエトロ宮殿まで少年使節たちの行進が行われた。

· サン･ピエトロ宮殿の「帝王の間」で、ローマ法王に謁見した。法王は涙ながらに少年たちを迎えた。マンショたちは九州の三大名の手紙をイタリア語で読み上げた。

· 法王は宮殿内でマンショたちと昼食をとり、話をした。マンショたちにとって忘れられない一日となった。

· 謁見してわずか18日後、法王グレゴリオ13世は重い病気で亡くなってしまった。
· グレゴリオ13世の次に教皇となったシスト5世もマンショたちをかわいがり、その功績をたたえ、たくさんの勲章を贈った。

· それからベネチアを通り、スペイン・ポルトガルへと戻った。マンショたちは約二年間、ヨーロッパに滞在したことになる。それから1586年リスボンを出港した。

６．ヨーロッパをあとに～なつかしの日本

　「帰国の道」
· 1586年4月、マンショたちの乗ったサン･フェリーペ号はインドへ向けて出港した。

· 四ヶ月半の苦しい船旅を経て、モザンビク島に到着した。ゴアへ出発するために、6ヶ月間風を待ったが、モザンビク島では、先に着いた乗組員たちが食料のほとんどを食べ尽くしてしまっていた。

· しかもフェリーペ号は、マンショたちを置いてポルトガルへ帰ってしまった。

· しかし、バリニャーノがインドの副王にお願いして、船を出してくれ、モザンビクに迎えがきた。

· 1588年4月、2年半かけてマカオに到着した。

· その頃日本は、織田信長に変わって豊臣秀吉が天下統一しており、キリシタンの宣教師を国外追放し、日本でのキリスト教の布教を禁止した。

· 1年と10ヶ月後にようやく入国許可がおりた。

· 1590年の6月、ようやく日本に向けて船が出港した。

· その年の7月、長崎の港に到着した。秀吉のキリスト教禁止令のために、日本におけるキリスト教の立場は大変苦しいものとなっていた。
· 1590年11月、マンショたちにインド副王の施設として謁見許可が出た。
· 2月、室津から大阪、さらに京都に向かった。

· 3月3日に聚楽第（じゅらくだい）にて、謁見式が行われた。

７．神とともに～天草に生きる

　「　　　　　　　」
· 秀吉は、マンショたちの話を興味深く聞いたが、謁見したあとも、キリスト禁止令は変わらなかった。
· マンショとミゲルは天草（長崎）のコレジオ（大学）に入った。

· バリニャーノはドイツから印刷機を持ち帰って、キリスト教布教のための教科書を印刷した。

· 秀吉の厳しくキリスト教を取り締まった。

· 1603年、イエズス会は、マカオで日本人の信者を教育した。マンショも2年近く勉強し、長崎に帰ってきた。それから長崎のイエズス会の学院で神の教えやラテン語の先生をした。

· 1612年11月13日、43歳で亡くなった。
